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戸田市自治基本条例戸田市自治基本条例 （Vol. 2）（Vol. 2）
タイムズタイムズ

将来にわたって、私たちの戸田市を“幸せを実感できる、暮らしやすいまち”にしていくために、市で
は現在、戸田市独自のまちづくりの理念や基本的なルールを定める「戸田市自治基本条例」の制定作業に
取り組んでいます。身近な助け合いでもっとよいまちにすることを目指して3つのコンセプトを掲げ、
市民の皆さんとの協働により検討を進めています。

１　条文ではなく、「自治」をつくっていく。
２　身近な課題を解決するための仕組みを構築していく。
３　制定作業を進めながら、協働の第一歩につなげていく。

◆3つのコンセプト
市民の皆さんと一緒に学び、体験し、考えながら戸田市にふさわしい条例をつくります。

◆自治（まちづくり）を楽しむことが大切！
～市民協働ワーキング報告会を開催しました～

平成24年9月に、市民と市職員の総勢33人からなる市民協働ワーキングが設置され、身近な生活課題
に関する次の4つのテーマについて実態調査を行いました。この調査を基に、自治（まちづくり）を進め
るためのヒントについて検討を重ね、1月12日（土）に、報告会が開催されました。

4つの調査テーマ
❶ 地域コミュニティによる地域活動
❷ 温かいまなざしの中での地域による子育て
❸ 高齢者の孤立化防止
❹ 地域の防災の仕組み

戸戸田田市市自自治治基基本本条条例例のの制制定定に向けた

検検討討作作業業に取り組んでいます
■ 問い合わせ 経営企画課（内線436）

戸田市のような条例づくりは全国にはないでし
ょう。3つのコンセプトに基づき、市民と市職員
が協働で身近な課題をテーマに実態調査を行い、
調査に基づき条例の制定作業を進めていくという
手法は、戸田市のブランドになります。

まつしたけいいち

相模女子大学教授 松下啓一さん

報告会では、各テーマ共通のキーワ
ードとして、「郷土愛」「つながり」「信
頼」「交流」などが挙げられたほか、「自
治（まちづくり）は楽しみながら進めて
いくことが大切である」という発表が
ありました。

アドバイザーのコメント

◆◆市市民民会会議議ががススタターートトししままししたた

2月15日（金）に、市民協働ワーキングの調査結果などに基
づき、条例案の内容を検討する「市民会議」の第1回会議が開
催されました。市民会議は、市民（市民協働ワーキングのメ
ンバー、各種団体からの推薦、公募の市民委員）と市職員の
総勢35人で構成し、今後1年間かけて、条例案の内容につい
て具体的な検討を行い、条例の骨子案を市長に提言します。 第第11回回市市民民会会議議

■自治基本条例に関する皆さんのご意見をお待ちしています 電子メール：kikaku@city.toda.saitama.jp

※報告書は市ホームページに掲載しています
「戸田市自治基本条例の制定に向けて」
http : //www.city.toda.saitama.jp/458/457779.html

市市民民協協働働ワワーーキキンンググ報報告告会会


